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(57)【要約】
【課題】識別情報を入力することなく、患者本人の患者
情報を取得して表示することが可能な患者情報提供シス
テム、患者情報提供方法及びプログラムを提供すること
を目的とする。
【解決手段】患者情報が格納されている記憶部にアクセ
スして、患者情報を取得して表示する患者情報提供シス
テム１は、情報端末１００が撮像した撮像画像又は情報
端末１００が読み取った２次元コードを取得し、取得し
た撮像画像に映りこんだ患者のＩＤ又は情報端末１００
が取得した２次元コードに紐付けされた患者のＩＤを特
定し、特定した患者のＩＤに紐付けされた患者情報を、
記憶部から取得し、取得した患者情報を表示部に表示す
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者情報が格納されている記憶部にアクセスして、当該患者情報を取得して表示する患
者情報提供システムであって、
　端末が撮像した撮像画像を取得する撮像画像取得手段と、
　前記取得した撮像画像に映りこんだ患者のＩＤを、画像解析によって特定する患者特定
手段と、
　前記特定した患者のＩＤに紐付けされた患者情報を、前記記憶部から取得する患者情報
取得手段と、
　前記取得した患者情報を、表示部に表示する表示手段と、
　を備えることを特徴とする患者情報提供システム。
【請求項２】
　患者情報が格納されている記憶部にアクセスして、当該患者情報を取得して表示する患
者情報提供システムであって、
　端末が読み取った２次元コードを取得する２次元コード取得手段と、
　前記取得した２次元コードに紐付けされた患者のＩＤを、特定する患者特定手段と、
　前記特定した患者のＩＤに紐付けされた患者情報を、前記記憶部から取得する患者情報
取得手段と、
　前記取得した患者情報を、表示部に表示する表示手段と、
　を備えることを特徴とする患者情報提供システム。
【請求項３】
　前記表示手段は、前記取得した患者情報の変化を、グラフ化して表示する、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の患者情報提供システム。
【請求項４】
　前記端末が撮像画像を撮像した場所の位置情報を取得する撮像位置情報取得手段と、
　を備え、
　前記表示手段は、前記取得した撮像画像の位置情報と関連付けて、前記取得した患者情
報を表示する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の患者情報提供システム。
【請求項５】
　前記端末が２次元コードを読み取った場所の位置情報を取得する読取位置情報取得手段
と、
　を備え、
　前記表示手段は、前記取得した２次元コードの位置情報と関連付けて、前記取得した患
者情報を表示する、
　ことを特徴とする請求項２に記載の患者情報提供システム。
【請求項６】
　前記記憶部にアクセスする時に、前記撮像画像を、特定した患者の証拠として利用する
証拠利用手段と、
　を備えることを特徴とする請求項１に記載の患者情報提供システム。
【請求項７】
　前記記憶部にアクセスする時に、前記２次元コードを、特定した患者の証拠として利用
する証拠利用手段と、
　を備えることを特徴とする請求項２に記載の患者情報提供システム。
【請求項８】
　患者情報が格納されている記憶部にアクセスして、当該患者情報を取得して表示する患
者情報提供方法であって、
　端末が撮像した撮像画像を取得するステップと、
　前記取得した撮像画像に映りこんだ患者のＩＤを、画像解析によって特定するステップ
と、
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　前記特定した患者のＩＤに紐付けされた患者情報を、前記記憶部から取得するステップ
と、
　前記取得した患者情報を、表示部に表示するステップと、
　を備えることを特徴とする患者情報提供方法。
【請求項９】
　患者情報が格納されている記憶部にアクセスして、当該患者情報を取得して表示する患
者情報提供方法であって、
　端末が読み取った２次元コードを取得するステップと、
　前記取得した２次元コードに紐付けされた患者のＩＤを、特定するステップと、
　前記特定した患者のＩＤに紐付けされた患者情報を、前記記憶部から取得するステップ
と、
　前記取得した患者情報を、表示部に表示するステップと、
　を備えることを特徴とする患者情報提供方法。
【請求項１０】
　患者情報が格納されている記憶部にアクセスして、当該患者情報を取得して表示する患
者情報提供システムに、
　端末が撮像した撮像画像を取得するステップ、
　前記取得した撮像画像に映りこんだ患者のＩＤを、画像解析によって特定するステップ
、
　前記特定した患者のＩＤに紐付けされた患者情報を、前記記憶部から取得するステップ
、
　前記取得した患者情報を、表示部に表示するステップ、
　を実行させるプログラム。
【請求項１１】
　患者情報が格納されている記憶部にアクセスして、当該患者情報を取得して表示する患
者情報提供システムに、
　端末が読み取った２次元コードを取得するステップ、
　前記取得した２次元コードに紐付けされた患者のＩＤを、特定するステップ、
　前記特定した患者のＩＤに紐付けされた患者情報を、前記記憶部から取得するステップ
、
　前記取得した患者情報を、表示部に表示するステップ、
　を実行させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、患者情報が格納されている記憶部にアクセスして、この患者情報を取得して
表示する患者情報提供システム、患者情報提供方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、医療現場において、医療従事者が患者に関する様々な情報である患者情報を取得
する時、患者の氏名、自身の識別子、パスワード等を端末に入力することにより、サーバ
の記憶部等に格納された患者情報にアクセスすることで、患者情報を取得し、取得した患
者情報を端末上に表示することが行われている。
【０００３】
　このような患者情報を表示する構成として、患者情報を、電子カルテが格納されたサー
バ等から取得し、取得した患者情報を、端末上に表示する構成が開示されている（特許文
献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
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【特許文献１】特開２０１５－１５３１４８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１の構成では、患者の氏名等、自身の識別子等の識別情報を入
力する必要があった。また、取得した患者情報が必ずしも医療従事者が所望する患者の患
者情報であるとは限らないという問題もあった。
【０００６】
　本発明の目的は、識別情報を入力することなく、患者本人の患者情報を取得して表示す
ることが可能な患者情報提供システム、患者情報提供方法及びプログラムを提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明では、以下のような解決手段を提供する。
【０００８】
　第１の特徴に係る発明は、患者情報が格納されている記憶部にアクセスして、当該患者
情報を取得して表示する患者情報提供システムであって、
　端末が撮像した撮像画像を取得する撮像画像取得手段と、
　前記取得した撮像画像に映りこんだ患者のＩＤを、画像解析によって特定する患者特定
手段と、
　前記特定した患者のＩＤに紐付けされた患者情報を、前記記憶部から取得する患者情報
取得手段と、
　前記取得した患者情報を、表示部に表示する表示手段と、
　を備えることを特徴とする患者情報提供システムを提供する。
【０００９】
　第１の特徴に係る発明によれば、患者情報が格納されている記憶部にアクセスして、当
該患者情報を取得して表示する患者情報提供システムは、端末が撮像した撮像画像を取得
し、前記取得した撮像画像に映りこんだ患者のＩＤを、画像解析によって特定し、前記特
定した患者のＩＤに紐付けされた患者情報を、前記記憶部から取得し、前記取得した患者
情報を、表示部に表示する。
【００１０】
　ここで、第１の特徴に係る発明は、患者情報提供システムのカテゴリであるが、方法又
はプログラム等の他のカテゴリにおいても、そのカテゴリに応じた同様の作用・効果を発
揮する。
【００１１】
　第２の特徴に係る発明は、患者情報が格納されている記憶部にアクセスして、当該患者
情報を取得して表示する患者情報提供システムであって、
　端末が読み取った２次元コードを取得する２次元コード取得手段と、
　前記取得した２次元コードに紐付けされた患者のＩＤを、特定する患者特定手段と、
　前記特定した患者のＩＤに紐付けされた患者情報を、前記記憶部から取得する患者情報
取得手段と、
　前記取得した患者情報を、表示部に表示する表示手段と、
　を備えることを特徴とする患者情報提供システムを提供する。
【００１２】
　第２の特徴に係る発明によれば、患者情報が格納されている記憶部にアクセスして、当
該患者情報を取得して表示する患者情報提供システムは、端末が読み取った２次元コード
を取得し、前記取得した２次元コードに紐付けされた患者のＩＤを、特定し、前記特定し
た患者のＩＤに紐付けされた患者情報を、前記記憶部から取得し、前記取得した患者情報
を、表示部に表示する。
【００１３】
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　ここで、第２の特徴に係る発明は、患者情報提供システムのカテゴリであるが、方法又
はプログラム等の他のカテゴリにおいても、そのカテゴリに応じた同様の作用・効果を発
揮する。
【００１４】
　第３の特徴に係る発明は、前記表示手段が、前記取得した患者情報の変化を、グラフ化
して表示する、
　ことを特徴とする第１又は第２の特徴に係る発明である患者情報提供システムを提供す
る。
【００１５】
　第３の特徴に係る発明によれば、第１又は第２の特徴に係る発明である患者情報提供シ
ステムは、前記取得した患者情報の変化を、グラフ化して表示する。
【００１６】
　第４の特徴に係る発明は、前記端末が撮像画像を撮像した場所の位置情報を取得する撮
像位置情報取得手段と、
　を備え、
　前記表示手段が、前記取得した撮像画像の位置情報と関連付けて、前記取得した患者情
報を表示する、
　ことを特徴とする第１の特徴に係る発明である患者情報提供システムを提供する。
【００１７】
　第４の特徴に係る発明によれば、第１の特徴に係る発明である患者情報提供システムは
、前記端末が撮像画像を撮像した場所の位置情報を取得し、前記取得した撮像画像の位置
情報と関連付けて、前記取得した患者情報を表示する。
【００１８】
　第５の特徴に係る発明は、前記端末が２次元コードを読み取った場所の位置情報を取得
する読取位置情報取得手段と、
　を備え、
　前記表示手段が、前記取得した２次元コードの位置情報と関連付けて、前記取得した患
者情報を表示する、
　ことを特徴とする第２の特徴に係る発明である患者情報提供システムを提供する。
【００１９】
　第５の特徴に係る発明によれば、第２の特徴に係る発明である患者情報提供システムは
、前記端末が２次元コードを読み取った場所の位置情報を取得し、前記取得した２次元コ
ードの位置情報と関連付けて、前記取得した患者情報を表示する。
【００２０】
　第６の特徴に係る発明は、前記記憶部にアクセスする時に、前記撮像画像を、特定した
患者の証拠として利用する証拠利用手段と、
　を備えることを特徴とする第１の特徴に係る発明である患者情報提供システムを提供す
る。
【００２１】
　第６の特徴に係る発明によれば、第１の特徴に係る発明である患者情報提供システムは
、前記記憶部にアクセスする時に、前記撮像画像を、特定した患者の証拠として利用する
。
【００２２】
　第７の特徴に係る発明は、前記記憶部にアクセスする時に、前記２次元コードを、特定
した患者の証拠として利用する証拠利用手段と、
　を備えることを特徴とする第２の特徴に係る発明である患者情報提供システムを提供す
る。
【００２３】
　第７の特徴に係る発明によれば、第２の特徴に係る発明である患者情報提供システムは
、前記記憶部にアクセスする時に、前記２次元コードを、特定した患者の証拠として利用



(6) JP WO2017/216928 A1 2017.12.21

10

20

30

40

50

する。
【００２４】
　第８の特徴に係る発明は、患者情報が格納されている記憶部にアクセスして、当該患者
情報を取得して表示する患者情報提供方法であって、
　端末が撮像した撮像画像を取得するステップと、
　前記取得した撮像画像に映りこんだ患者のＩＤを、画像解析によって特定するステップ
と、
　前記特定した患者のＩＤに紐付けされた患者情報を、前記記憶部から取得するステップ
と、
　前記取得した患者情報を、表示部に表示するステップと、
　を備えることを特徴とする患者情報提供方法を提供する。
【００２５】
　第９の特徴に係る発明は、患者情報が格納されている記憶部にアクセスして、当該患者
情報を取得して表示する患者情報提供方法であって、
　端末が読み取った２次元コードを取得するステップと、
　前記取得した２次元コードに紐付けされた患者のＩＤを、特定するステップと、
　前記特定した患者のＩＤに紐付けされた患者情報を、前記記憶部から取得するステップ
と、
　前記取得した患者情報を、表示部に表示するステップと、
　を備えることを特徴とする患者情報提供方法を提供する。
【００２６】
　第１０の特徴に係る発明は、患者情報が格納されている記憶部にアクセスして、当該患
者情報を取得して表示する患者情報提供システムに、
　端末が撮像した撮像画像を取得するステップ、
　前記取得した撮像画像に映りこんだ患者のＩＤを、画像解析によって特定するステップ
、
　前記特定した患者のＩＤに紐付けされた患者情報を、前記記憶部から取得するステップ
、
　前記取得した患者情報を、表示部に表示するステップ、
　を実行させるプログラムを提供する。
【００２７】
　第１１の特徴に係る発明は、患者情報が格納されている記憶部にアクセスして、当該患
者情報を取得して表示する患者情報提供システムに、
　端末が読み取った２次元コードを取得するステップ、
　前記取得した２次元コードに紐付けされた患者のＩＤを、特定するステップ、
　前記特定した患者のＩＤに紐付けされた患者情報を、前記記憶部から取得するステップ
、
　前記取得した患者情報を、表示部に表示するステップ、
　を実行させるプログラムを提供する。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明によれば、識別情報を入力することなく、患者本人の患者情報を取得して表示す
ることが可能な患者情報提供システム、患者情報提供方法及びプログラムを提供すること
が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】図１は、患者情報提供システム１の概要を示す図である。
【図２】図２は、患者情報提供システム１の全体構成図である。
【図３】図３は、サーバ１０、情報端末１００の機能ブロック図である。
【図４】図４は、サーバ１０、情報端末１００が実行する患者ＩＤデータベース作成処理
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を示す図である。
【図５】図５は、サーバ１０、情報端末１００が実行する画像特定処理を示す図である。
【図６】図６は、サーバ１０、情報端末１００が実行する画像特定処理を示す図である。
【図７】図７は、サーバ１０、情報端末１００が実行するコード読取処理を示す図である
。
【図８】図８は、サーバ１０、情報端末１００が実行するコード読取処理を示す図である
。
【図９】図９は、情報端末１００が表示する患者情報の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について、図を参照しながら説明する。なお
、これはあくまでも一例であって、本発明の技術的範囲はこれに限られるものではない。
【００３１】
　［患者情報提供システム１の概要］
　本発明の好適な実施形態の概要について、図１に基づいて説明する。図１は、本発明の
好適な実施形態である患者情報提供システム１の概要を説明するための図である。患者情
報提供システム１は、サーバ１０、情報端末１００から構成される。
【００３２】
　なお、図１において、情報端末１００は、１つに限らず複数であってもよい。また、サ
ーバ１０又は情報端末１００は、実在する装置に限らず仮想的な装置であってもよい。ま
た、後述する各処理は、サーバ１０又は情報端末１００のいずれか又は双方により実現さ
れてもよい。
【００３３】
　サーバ１０は、情報端末１００とデータ通信可能なサーバ装置である。サーバ１０は、
患者に関する様々な情報である患者情報を、自身の記憶部に格納し、この記憶部にアクセ
スして、患者情報を取得し、情報端末１００に表示させる。
【００３４】
　情報端末１００は、サーバ１０とデータ通信可能な医療従事者が操作する端末装置であ
る。情報端末１００は、例えば、携帯電話、携帯情報端末、タブレット端末、パーソナル
コンピュータに加え、ネットブック端末、スレート端末、電子書籍端末、携帯型音楽プレ
ーヤ等の電化製品や、スマートグラス、ヘッドマウントディスプレイ等のウェアラブル端
末や、その他の物品である。以下の説明において、情報端末１００は、ウェアラブル端末
であるものとして説明する。
【００３５】
　情報端末１００は、対象とする患者の撮像画像を撮像する（ステップＳ０１）。また、
情報端末１００は、対象とする患者が備える２次元コードや１次元コード等の情報コード
を読み取る（ステップＳ０２）。ステップＳ０１とステップＳ０２の処理は、いずれか又
は双方が実行されればよい。情報端末１００は、自身が有するカメラ等の撮像装置により
患者の撮像又は情報コードの読み取りを実行する。情報端末１００は、患者の顔、上半身
、全身等を撮像する。情報端末１００は、患者の衣類又は身体に貼付等された情報コード
を読み取る。
【００３６】
　なお、ステップＳ０１又はステップＳ０２の実行時に、情報端末１００は、自身の位置
情報を取得し、自身の記憶部に記憶する構成であってもよい。情報端末１００は、この時
に記憶した自身の位置情報を後述の処理において使用する。また、情報端末１００は、撮
像装置以外の構成により、患者の撮像又は情報コードの読み取りを実行してもよい。
【００３７】
　情報端末１００は、撮像画像のデータを示す撮像画像情報又は情報コードのデータを示
すコード情報を、サーバ１０に送信する（ステップＳ０３）。
【００３８】
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　サーバ１０は、撮像画像情報又はコード情報を受信し、受信した撮像画像情報又はコー
ド情報に基づいて、対象とする患者のＩＤを特定する（ステップＳ０４）。サーバ１０は
、撮像画像情報に基づいて、撮像画像を画像解析することにより、この撮像画像に映りこ
んだ患者の特徴量を抽出する。サーバ１０は、抽出した患者の特徴量と、予め患者の特徴
量とＩＤとを紐付けた患者ＩＤデータベースとに基づいて、抽出した患者の特徴量に紐付
けされたＩＤを特定する。また、サーバ１０は、コード情報に基づいて、この情報コード
に格納された情報を読み取り、この格納された情報に紐付けされた患者のＩＤを特定する
。
【００３９】
　なお、コード情報に患者のＩＤが格納されている場合、サーバ１０は、このコード情報
に格納された患者のＩＤを特定する構成であってもよい。
【００４０】
　サーバ１０は、特定した患者のＩＤに紐付けされた患者情報を取得する（ステップＳ０
５）。サーバ１０は、特定した患者のＩＤと、予め患者のＩＤと患者情報とを紐付けた患
者情報データベースとに基づいて、特定した患者のＩＤに紐付けされた患者情報を抽出し
、この患者情報を取得する。患者情報とは、例えば、氏名、年齢、職業、性別、保険者番
号、傷病名、通院開始日、入院期間、既往歴、投薬内容、手術内容、備考等の電子カルテ
として保存する患者に関する様々な情報である。
【００４１】
　なお、サーバ１０は、撮像画像情報やコード情報を、患者の本人確認の証拠として利用
する構成であってもよい。サーバ１０は、撮像画像や情報コードが本人である場合、患者
情報データベースへのアクセスを許可し、本人ではない場合、患者情報データベースへの
アクセスを拒否する構成としてもよい。
【００４２】
　サーバ１０は、取得した患者情報を、情報端末１００に送信する（ステップＳ０６）。
【００４３】
　情報端末１００は、患者情報を受信し、この患者情報を、自身の表示部に表示する（ス
テップＳ０７）。なお、情報端末１００は、患者情報の変化を、グラフ化して表示する構
成であってもよい。また、情報端末１００は、記憶していた位置情報と関連付けて、患者
情報を表示する構成であってもよい。
【００４４】
　以上が、患者情報提供システム１の概要である。
【００４５】
　［患者情報提供システム１のシステム構成］
　図２に基づいて、本発明の好適な実施形態である患者情報提供システム１のシステム構
成について説明する。図２は、本発明の好適な実施形態である患者情報提供システム１の
システム構成を示す図である。患者情報提供システム１は、サーバ１０、情報端末１００
、公衆回線網（インターネット網や、第３、第４世代通信網等）５から構成される。なお
、情報端末１００は、１つに限らず、複数であってもよい。また、サーバ１０、情報端末
１００は、実在する装置に限らず、仮想的な装置であってもよい。また、後述する各処理
は、サーバ１０又は情報端末１００のいずれか又は双方により実現されてもよい。
【００４６】
　サーバ１０は、後述の機能を備えた上述したサーバ装置である。
【００４７】
　情報端末１００は、後述の機能を備えた上述した端末装置である。なお、以下の説明に
おいて、情報端末１００は、ウェアラブル端末であるものとして説明する。
【００４８】
　［各機能の説明］
　図３に基づいて、本発明の好適な実施形態である患者情報提供システム１の機能につい
て説明する。図３は、サーバ１０、情報端末１００の機能ブロック図を示す図である。
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【００４９】
　サーバ１０は、制御部１１として、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　
Ｕｎｉｔ）、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ
　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）等を備え、通信部１２として、他の機器と通信可能にするた
めのデバイス、例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１に準拠したＷｉＦｉ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　
Ｆｉｄｅｌｉｔｙ）対応デバイスを備える。また、サーバ１０は、記憶部１３として、ハ
ードディスクや半導体メモリ、記録媒体、メモリカード等によるデータのストレージ部を
備える。記憶部１３には、後述する各種データベースが格納される。また、サーバ１０は
、解析部１５として、撮像画像の画像解析を実行する画像解析デバイスや、情報コードに
埋め込まれた各種情報を解析する情報コード解析デバイス等を備える。
【００５０】
　サーバ１０において、制御部１１が所定のプログラムを読み込むことにより、通信部１
２と協働して、情報取得モジュール２０、情報送信モジュール２１を実現する。また、サ
ーバ１０において、制御部１１が所定のプログラムを読み込むことにより、記憶部１３と
協働して、情報記憶モジュール３０、患者情報特定モジュール３１を実現する。また、サ
ーバ１０において、制御部１１が所定のプログラムを読み込むことにより、解析部１５と
協働して、画像解析モジュール４０、コード解析モジュール４１を実現する。
【００５１】
　情報端末１００は、サーバ１０と同様に、制御部１１０として、ＣＰＵ、ＲＡＭ、ＲＯ
Ｍ等を備え、通信部１２０として、他の機器と通信可能にするためのＷｉＦｉ対応デバイ
ス等を備え、記憶部１３０として、データのストレージ部を備える。また、情報端末１０
０は、入出力部１４０として、制御部１１０で制御したデータや画像を出力表示する表示
部や、医療従事者からの入力を受け付けるタッチパネルやキーボード、マウス等の入力部
や、患者の撮像画像を撮像する撮像デバイスや、情報コードを読み取るコード読取デバイ
スや、自身の位置情報をＧＰＳ等から取得する位置情報取得デバイス等を備える。
【００５２】
　情報端末１００において、制御部１１０が所定のプログラムを読み込むことにより、通
信部１２０と協働して、情報送受信モジュール１５０を実現する。また、情報端末１００
において、制御部１１０が所定のプログラムを読み込むことにより、記憶部１３０と協働
して、情報記憶モジュール１６０を実現する。また、情報端末１００において、制御部１
１０が所定のプログラムを読み込むことにより、入出力部１４０と協働して、撮像モジュ
ール１７０、位置情報取得モジュール１７１、表示モジュール１７２、場所判断モジュー
ル１７３、日時判断モジュール１７４、読取モジュール１７５を実現する。
【００５３】
　［患者ＩＤデータベース作成処理］
　図４に基づいて、患者情報提供システム１が実行する患者ＩＤデータベース作成処理に
ついて説明する。図４は、サーバ１０、情報端末１００が実行する患者ＩＤデータベース
作成処理のフローチャートを示す図である。上述した各装置のモジュールが実行する処理
について、本処理に併せて説明する。
【００５４】
　撮像モジュール１７０は、患者の撮像画像を撮像する（ステップＳ１０）。ステップＳ
１０において、撮像モジュール１７０は、患者の顔、上半身、全身等の患者を識別するこ
とが可能な撮像画像を撮像する。ステップＳ１０の処理は、例えば、患者が、初診時等の
最初に病院を訪れたタイミングで実行する。なお、撮像モジュール１７０は、その他の部
位を撮像する構成であってもよい。この場合、撮像モジュール１７０は、患者を識別する
ことが可能な部位であることが好ましい。なお、患者を撮像するタイミングは、その他の
タイミングであってもよい。
【００５５】
　情報送受信モジュール１５０は、撮像画像のデータである撮像画像情報を、サーバ１０
に送信する（ステップＳ１１）。ステップＳ１１において、情報送受信モジュール１５０
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は、撮像画像情報に、患者のＩＤを付与し、サーバ１０に送信する。
【００５６】
　情報取得モジュール２０は、撮像画像情報及びＩＤを受信する。情報記憶モジュール３
０は、撮像画像情報とＩＤとを紐付けた患者ＩＤデータベースを作成し、記憶する（ステ
ップＳ１２）。
【００５７】
　以上が、患者ＩＤデータベース作成処理である。
【００５８】
　［画像特定処理］
　図５及び図６に基づいて、患者情報提供システム１が実行する画像特定処理について説
明する。図５及び図６は、サーバ１０、情報端末１００が実行する画像特定処理のフロー
チャートを示す図である。上述した各装置のモジュールが実行する処理について、本処理
に併せて説明する。
【００５９】
　撮像モジュール１７０は、患者の撮像画像を撮像する（ステップＳ２０）。ステップＳ
２０の処理は、上述したステップＳ１０の処理と同様である。
【００６０】
　位置情報取得モジュール１７１は、撮像場所の位置情報を取得する（ステップＳ２１）
。ステップＳ２１において、位置情報取得モジュール１７１は、ＧＰＳ等から自身の位置
情報を取得することにより、撮像場所の位置情報を取得する。なお、位置情報取得モジュ
ール１７１は、センサ等により自身の位置情報を取得する構成であってもよいし、ＧＰＳ
以外の構成により、自身の位置情報を取得する構成であってもよい。
【００６１】
　情報記憶モジュール１６０は、取得した位置情報を、記憶する（ステップＳ２２）。ス
テップＳ２２において、情報記憶モジュール１６０は、位置情報と現在日時とを紐付けて
記憶する。情報記憶モジュール１６０は、位置情報と現在日時以外の情報をさらに紐付け
て記憶する構成であってもよいし、位置情報のみを記憶する構成であってもよい。
【００６２】
　なお、情報端末１００は、ステップＳ２１及びステップＳ２２の処理を、ステップＳ２
０の処理と同時に実行する構成であってもよい。すなわち、撮像モジュール１７０が、患
者を撮像した時に、位置情報取得モジュール１７１が位置情報を取得し、情報記憶モジュ
ール１６０がこの位置情報を記憶する構成であってもよい。
【００６３】
　情報送受信モジュール１５０は、撮像画像のデータである撮像画像情報を、サーバ１０
に送信する（ステップＳ２３）。なお、情報送受信モジュール１５０は、ステップＳ２３
の処理を、上述したステップＳ２２の処理よりも前に実行する構成であってもよい。
【００６４】
　情報取得モジュール２０は、撮像画像情報を取得する。画像解析モジュール４０は、撮
像画像情報に基づいた撮像画像を画像解析することにより、この撮像画像に映りこんだ患
者のＩＤを特定する（ステップＳ２４）。ステップＳ２４において、画像解析モジュール
４０は、画像解析により、患者の特徴量を抽出する。画像解析モジュール４０は、患者Ｉ
Ｄデータベースに記憶された撮像画像情報に基づいた撮像画像を画像解析し、特徴量を抽
出する。画像解析モジュール４０は、取得した撮像画像から抽出した患者の特徴量と、記
憶した撮像画像から抽出した特徴量とを比較し、一致する撮像画像情報に紐付けされたＩ
Ｄを特定する。
【００６５】
　なお、サーバ１０は、ＩＤを特定することができなかった時、すなわち、取得した撮像
画像から抽出した患者の特徴量と一致する特徴量を有する記憶した撮像画像が存在しなか
った時、その旨の通知を情報端末１００に通知する構成であってもよい。この場合、例え
ば、情報端末１００は、この通知に基づいて、患者を異なる角度で撮像し、撮像した其々
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の角度の撮像画像を、一の撮像画像としてサーバ１０に送信する。サーバ１０は、この一
の撮像画像を取得し、各角度における患者の特徴量を抽出する。サーバ１０は、抽出した
特徴量に基づいて、再度患者のＩＤを特定する構成とすればよい。サーバ１０は、所定の
回数この処理を繰り返しても、患者のＩＤを特定できなかった時、情報端末１００に、Ｉ
Ｄやその他の必要な情報の入力等の受け付けや、患者の撮像における注意事項等を表示さ
せ、再度医療従事者に撮像を促す構成にしてもよい。
【００６６】
　患者情報特定モジュール３１は、特定した患者のＩＤに紐付けされた患者情報を、情報
記憶モジュール３０が記憶する患者情報データベースにアクセスし、取得する（ステップ
Ｓ２５）。ステップＳ２５において、患者情報データベースとは、電子カルテとして保存
する患者の様々な情報と患者のＩＤとを紐付けたデータベースである。この患者情報デー
タベースは、例えば、医療従事者が情報端末１００から入力した患者情報及びＩＤに基づ
いたものであってもよいし、別の端末装置等から入力した患者情報及びＩＤに基づくもの
であってもよい。患者情報とは、例えば、氏名、年齢、職業、性別、保険者番号、傷病名
、通院開始日、入院期間、既往歴、投薬内容、手術内容、備考等である。
【００６７】
　なお、ステップＳ２５において、患者情報特定モジュール３１は、患者情報データベー
スにアクセスする時、撮像画像情報を、本人確認の証拠として利用する構成であってもよ
い。この場合、患者情報特定モジュール３１は、撮像画像に患者又は患者の家族等の関係
者が映っている時、上述した各種データベースへのアクセスを許可し、患者情報の特定を
実行する。患者情報特定モジュール３１は、撮像画像に患者及び患者の家族などの関係者
が映っていない場合、上述した各種データベースへのアクセスを拒否し、患者情報の特定
を実行しない。また、患者情報特定モジュール３１は、患者のみが映っている場合、上述
した各種データベースへのアクセスを許可し、患者が映っていない場合、上述した各種デ
ータベースへのアクセスを拒否する構成であってもよい。
【００６８】
　情報送信モジュール２１は、取得した患者情報を、情報端末１００に送信する（ステッ
プＳ２６）。
【００６９】
　情報送受信モジュール１５０は、患者情報を受信する。表示モジュール１７２は、受信
した患者情報を表示する（ステップＳ２７）。表示モジュール１７２は、患者情報の一部
又は全部を表示する構成であってもよいし、患者情報の変化をグラフとして表示する構成
であってもよいし、情報記憶モジュール１６０が記憶した撮像場所の位置情報と患者情報
を関連付けて表示する構成であってもよい。また、表示モジュール１７２は、上述した構
成を組み合わせて表示してもよいし、その他の表示態様であってもよい。患者情報の一部
とは、例えば、患者の氏名、バイタルサイン、投薬情報等の患者の処置に必要な情報であ
る。なお、表示モジュール１７２が表示する患者情報は、適宜変更可能である。また、患
者情報の変化とは、例えば、バイタルサインの日時変化や、症例の変化や、一日の行動内
容の変化等である。
【００７０】
　図９に基づいて、表示モジュール１７２が表示する患者情報について説明する。図９は
、表示モジュール１７２が表示する患者情報の一例を示す図である。図９において、表示
モジュール１７２は、自身の表示部に、患者情報表示領域３００、グラフ表示領域３１０
、位置情報表示領域３２０を表示する。患者情報表示領域３００は、患者情報を表示する
領域である。患者情報表示領域３００に表示する患者情報としては、例えば、患者の氏名
、既往歴、症例、手術日等である。この患者情報表示領域３００に表示する患者情報は、
受信した患者情報の一部又は全部である。一部のみを表示する場合、例えば、医療従事者
が予め指定した患者情報のみを表示する構成や、現在日時や現在地に基づいて、必要な患
者情報を情報端末１００が判断し、表示する構成や、音声入力やジェスチャー入力等の入
力操作に基づいて、表示する患者情報を指定し、指定した患者情報を表示する構成であれ
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ばよい。グラフ表示領域３１０は、患者情報の変化をグラフとして表示する領域である。
グラフ表示領域３１０に表示する患者情報の変化としては、例えば、バイタルサインの変
化を所定日時や所定時間毎等の棒グラフとして表示する構成や、リハビリ、食事、就寝時
間、手術等の時間帯を、円グラフとして表示する構成や、投薬量の変化を折れ線グラフと
して表示する構成である。グラフ表示領域３１０に表示する患者情報の変化は、医療従事
者が予め指定した患者情報の変化を表示する構成や、音声入力やジェスチャー入力等の入
力操作に基づいて、グラフ表示する患者情報を指定し、指定した患者情報の変化を表示す
る構成であればよい。また、位置情報表示領域３２０は、撮像場所の位置情報を表示する
領域である。位置情報表示領域３２０に表示する位置情報としては、例えば、位置情報に
基づいた場所の名称、住所、座標、識別子等である。この位置情報表示領域３２０は、後
述するコード読取処理において、情報コードを読み取った場所の位置情報を表示する領域
となる。
【００７１】
　なお、表示モジュール１７２が表示する患者情報表示領域３００、グラフ表示領域３１
０及び位置情報表示領域３２０は、全てを常に表示する必要はなく、いずれか又は複数の
組合せを表示する構成であってもよい。また、患者情報表示領域３００に表示する患者情
報は、適宜変更可能である。また、グラフ表示領域３１０に表示するグラフの種類や内容
等は適宜変更可能である。また、位置情報表示領域３２０に表示する位置情報の内容等は
、適宜変更可能である。また、表示モジュール１７２は、これら以外の情報を表示する構
成であってもよい。例えば、表示モジュール１７２は、撮像画像を表示する構成であって
もよいし、後述する情報コードを表示する構成であってもよい。
【００７２】
　また、表示モジュール１７２は、患者情報表示領域３００を最初に表示し、次に、医療
従事者からの音声入力やジェスチャー入力等の入力操作を受け付け、グラフ表示領域３１
０や位置情報表示領域３２０を表示する構成であってもよい。すなわち、表示モジュール
１７２は、上述した各領域を、自由に選択して表示することが可能であるとともに、所望
するタイミングで所望の領域を表示することが可能である。
【００７３】
　撮像モジュール１７０は、再度、撮像画像の撮像入力を受け付けたか否かを判断する（
ステップＳ２８）。ステップＳ２８において、撮像モジュール１７０は、撮像入力を受け
付けていないと判断した場合（ステップＳ２８　ＮＯ）、本処理を終了する。
【００７４】
　一方、ステップＳ２８において、撮像モジュール１７０は、撮像入力を受け付けたと判
断した場合（ステップＳ２８　ＹＥＳ）、患者の撮像画像を撮像する（ステップＳ２９）
。ステップＳ２９の処理は、上述したステップＳ２０の処理と同様である。
【００７５】
　位置情報取得モジュール１７１は、自身の位置情報を取得する（ステップＳ３０）。ス
テップＳ３０の処理は、上述したステップＳ２１の処理と同様である。
【００７６】
　場所判断モジュール１７３は、今回取得した位置情報が、情報記憶モジュール１６０が
記憶する位置情報に近似するか否かを判断する（ステップＳ３１）。位置情報に近似する
とは、例えば、位置情報が同一の室内の範囲にあるか否か、位置情報が一致するか否か等
である。ステップＳ３１において、場所判断モジュール１７３は、近似しないと判断した
場合（ステップＳ３１　ＮＯ）、上述したステップＳ２２の処理を実行する。
【００７７】
　なお、ステップＳ３１において、場所判断モジュール１７３は、その他の基準により位
置情報が近似するか否かを判断する構成であってもよい。また、近似の範囲は適宜変更可
能である。
【００７８】
　一方、ステップＳ３１において、場所判断モジュール１７３は、近似すると判断した場
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合（ステップＳ３１　ＹＥＳ）、日時判断モジュール１７４は、現在の日時が、情報記憶
モジュール１６０が記憶する日時に近似するか否かを判断する（ステップＳ３２）。日時
に近似するとは、例えば、現在日時と記憶する日時との時間差が１０分以内、１時間以内
であることや、現在日時と記憶する日時とが同一の日付であること等である。ステップＳ
３２において、日時判断モジュール１７４は、近似しないと判断した場合（ステップＳ３
２　ＮＯ）、上述したステップＳ２２の処理を実行する。
【００７９】
　なお、ステップＳ３２において、日時判断モジュール１７４は、その他の基準により日
時が近似するか否かを判断する構成であってもよい。また、近似の範囲は適宜変更可能で
ある。
【００８０】
　一方、ステップＳ３２において、日時判断モジュール１７４は、近似すると判断した場
合（ステップＳ３２　ＹＥＳ）、表示モジュール１７２は、上述したステップＳ２７にお
いて表示した患者情報を再度表示する（ステップＳ３３）。
【００８１】
　なお、上述したステップＳ３１の処理とステップＳ３２の処理とは、その順番が入れ替
わってもよいし、いずれか一方のみが実行される構成であってもよい。
【００８２】
　ステップＳ２８乃至ステップＳ３３の処理により、情報端末１００は、一度患者を撮像
して、この患者の患者情報を特定した後に、再度、患者を撮像した場合、所定の場所及び
所定の時間内である時、サーバ１０による処理を実行することなく、今回撮像した患者が
この患者情報に紐付けされたＩＤの患者であると想定して、患者情報の表示を行うことが
可能となる。また、情報端末１００は、所定の時間又は所定の時間内である時であっても
、同様の効果を得ることが可能である。
【００８３】
　以上が、画像特定処理である。
【００８４】
　なお、上述した画像特定処理において、サーバ１０又は情報端末１００が実行する処理
は、サーバ１０と情報端末１００とが協働して実行する構成であってもよいし、サーバ１
０が実行する処理の一部又は全部を情報端末１００が実行する構成であってもよいし、情
報端末１００が実行する処理の一部又は全部をサーバ１０が実行する構成であってもよい
。
【００８５】
　［コード読取処理］
　図７及び図８に基づいて、患者情報提供システム１が実行するコード読取処理について
説明する。図７及び図８は、サーバ１０、情報端末１００が実行するコード読取処理のフ
ローチャートを示す図である。上述した各装置のモジュールが実行する処理について、本
処理に併せて説明する。
【００８６】
　読取モジュール１７５は、患者が有する２次元コードや１次元コード等の情報コードを
読み取る（ステップＳ４０）。ステップＳ４０において、読取モジュール１７５は、患者
の皮膚に貼付された情報コードや、衣類などに貼付された情報コードを、専用アプリケー
ションや撮像装置等により読み取る。なお、ステップＳ４０において、読取モジュール１
７５が読み取る情報コードは、上述した構成に限らず、適宜変更可能である。また、情報
コードは、患者自身や衣類等に貼付されている必要はなく、例えば、ベッドや病室のドア
等の場所やその他の物品等に備えられていてもよい。
【００８７】
　位置情報取得モジュール１７１は、読取場所の位置情報を取得する（ステップＳ４１）
。ステップＳ４１の処理は、上述したステップＳ２１の処理と同様である。
【００８８】
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　情報記憶モジュール１６０は、ステップＳ４１において位置情報取得モジュール１７１
が取得した位置情報を、記憶する（ステップＳ４２）。ステップＳ４２の処理は、上述し
たステップＳ２２の処理と同様である。
【００８９】
　なお、情報端末１００は、ステップＳ４１の処理及びステップＳ４２の処理を、ステッ
プＳ４０の処理と同時に実行する構成であってもよい。すなわち、読取モジュール１７５
が、情報コードを読み取った時に、位置情報取得モジュール１７１が位置情報を取得し、
情報記憶モジュール１６０がこの位置情報を記憶する構成であってもよい。
【００９０】
　情報送受信モジュール１５０は、情報コードのデータであるコード情報を、サーバ１０
に送信する（ステップＳ４３）。なお、情報送受信モジュール１５０は、ステップＳ４３
の処理を、上述したステップＳ４２の処理よりも前に実行する構成であってもよい。
【００９１】
　情報取得モジュール２０は、コード情報を取得する。コード解析モジュール４１は、コ
ード情報に基づいて、このコード情報に紐付けされた患者のＩＤを特定する（ステップＳ
４４）。コード解析モジュール４１は、コード情報に基づいて、このコード情報に格納さ
れたＩＤを抽出することにより、患者のＩＤを特定する。
【００９２】
　患者情報特定モジュール３１は、特定した患者のＩＤに紐付けされた患者情報を、情報
記憶モジュール３０が記憶する患者情報データベースにアクセスし、取得する（ステップ
Ｓ４５）。ステップＳ４５の処理は、上述したステップＳ２５の処理と同様である。
【００９３】
　なお、ステップＳ４５において、患者情報特定モジュール３１は、患者情報データベー
スにアクセスする時、コード情報を、本人確認の証拠として利用する構成であってもよい
。この場合、患者情報特定モジュール３１は、読み取った情報コードにＩＤが格納されて
いる場合に、上述した各種データベースへのアクセスを許可し、患者情報を特定する。患
者情報特定モジュール３１は、読み取った情報コードにＩＤが格納されていない場合、各
種データベースへのアクセスを拒否し、患者情報の特定を実行しない。
【００９４】
　情報送信モジュール２１は、取得した患者情報を、情報端末１００に送信する（ステッ
プＳ４６）。
【００９５】
　情報送受信モジュール１５０は、患者情報を受信する。表示モジュール１７２は、受信
した患者情報を表示する（ステップＳ４７）。ステップＳ４７の処理は、上述したステッ
プＳ２７の処理と同様である。ただし、ステップＳ４７において、表示モジュール１７２
は、撮像場所の位置情報を表示するのではなく、情報コードを読み取った場所の位置情報
を表示する。
【００９６】
　読取モジュール１７５は、再度、情報コードの読取入力を受け付けたか否かを判断する
（ステップＳ４８）。ステップＳ４８において、読取モジュール１７５は、読取入力を受
け付けていないと判断した場合（ステップＳ４８　ＮＯ）、本処理を終了する。
【００９７】
　一方、ステップＳ４８において、読取モジュール１７５は、読取入力を受け付けたと判
断した場合（ステップＳ４８　ＹＥＳ）、情報コードを読み取る（ステップＳ４９）。ス
テップＳ４９の処理は、上述したステップＳ４０の処理と同様である。
【００９８】
　位置情報取得モジュール１７１は、自身の位置情報を取得する（ステップＳ５０）。ス
テップＳ５０の処理は、上述したステップＳ４１の処理と同様である。
【００９９】
　場所判断モジュール１７３は、今回取得した位置情報が、情報記憶モジュール１６０が
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記憶する位置情報に近似するか否かを判断する（ステップＳ５１）。位置情報に近似する
とは、上述したステップＳ３１の処理の構成と同様である。ステップＳ５１において、場
所判断モジュール１７３は、近似しないと判断した場合（ステップＳ５１　ＮＯ）、上述
したステップＳ４２の処理を実行する。
【０１００】
　なお、ステップＳ５１において、場所判断モジュール１７３は、その他の基準により位
置情報が近似するか否かを判断する構成であってもよい。また、近似の範囲は適宜変更可
能である。
【０１０１】
　一方、ステップＳ５１において、場所判断モジュール１７３は、近似すると判断した場
合（ステップＳ５１　ＹＥＳ）、日時判断モジュール１７４は、現在の日時が、情報記憶
モジュール１６０が記憶する日時に近似するか否かを判断する（ステップＳ５２）。日時
に近似するとは、上述したステップＳ３２の処理の構成と同様である。ステップＳ５２に
おいて、日時判断モジュール１７４は、近似しないと判断した場合（ステップＳ５２　Ｎ
Ｏ）、上述したステップＳ４２の処理を実行する。
【０１０２】
　なお、ステップＳ５２において、日時判断モジュール１７４は、その他の基準により日
時が近似するか否かを判断する構成であってもよい。また、近似の範囲は適宜変更可能で
ある。
【０１０３】
　一方、ステップＳ５２において、日時判断モジュール１７４は、近似すると判断した場
合（ステップＳ５２　ＹＥＳ）、表示モジュール１７２は、上述したステップＳ４７にお
いて表示した患者情報を再度表示する（ステップＳ５３）。
【０１０４】
　なお、上述したステップＳ５１の処理とステップＳ５２の処理とは、その順番が入れ替
わってもよいし、いずれか一方のみが実行される構成であってもよい。
【０１０５】
　ステップＳ４８乃至ステップＳ５３の処理により、情報端末１００は、一度患者の情報
コードを読み取って、この患者の患者情報を特定した後に、再度、患者の情報コードを読
み取った場合、所定の場所及び所定の時間内である時、サーバ１０による処理を実行する
ことなく、今回読み取った情報コードを有する患者がこの患者情報に紐付けされたＩＤの
患者であると想定して、患者情報の表示を行うことが可能となる。また、情報端末１００
は、所定の時間又は所定の時間内である時であっても、同様の効果を得ることが可能であ
る。
【０１０６】
　以上が、コード読取処理である。
【０１０７】
　なお、上述したコード読取処理において、サーバ１０又は情報端末１００が実行する処
理は、サーバ１０と情報端末１００とが協働して実行する構成であってもよいし、サーバ
１０が実行する処理の一部又は全部を情報端末１００が実行する構成であってもよいし、
情報端末１００が実行する処理の一部又は全部をサーバ１０が実行する構成であってもよ
い。
【０１０８】
　また、上述した実施形態において、画像特定処理と、コード読取処理とは、独立して行
われているが、双方を組み合わせて実行する構成であってもよい。例えば、患者の撮像画
像を撮像するとともに、情報コードを読み取る構成であってもよい。このようにすること
により、患者の特定を、撮像画像と情報コードとにより実行することになるため、患者の
特定をより確実に実行することも可能となる。
【０１０９】
　上述した手段、機能は、コンピュータ（ＣＰＵ、情報処理装置、各種端末を含む）が、
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所定のプログラムを読み込んで、実行することによって実現される。プログラムは、例え
ば、フレキシブルディスク、ＣＤ（ＣＤ－ＲＯＭなど）、ＤＶＤ（ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＤＶ
Ｄ－ＲＡＭなど）等のコンピュータ読取可能な記録媒体に記録された形態で提供される。
この場合、コンピュータはその記録媒体からプログラムを読み取って内部記憶装置又は外
部記憶装置に転送し記憶して実行する。また、そのプログラムを、例えば、磁気ディスク
、光ディスク、光磁気ディスク等の記憶装置（記録媒体）に予め記録しておき、その記憶
装置から通信回線を介してコンピュータに提供するようにしてもよい。
【０１１０】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は上述したこれらの実施形態に限
るものではない。また、本発明の実施形態に記載された効果は、本発明から生じる最も好
適な効果を列挙したに過ぎず、本発明による効果は、本発明の実施形態に記載されたもの
に限定されるものではない。
【符号の説明】
【０１１１】
　１　患者情報提供システム、１０　サーバ、１００　情報端末

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年5月24日(2017.5.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者情報が格納されている記憶部にアクセスして、当該患者情報を取得して表示する患
者情報提供システムであって、
　端末が撮像した撮像画像を取得する撮像画像取得手段と、
　前記端末が撮像画像を撮像した場所の位置情報を取得する撮像位置情報取得手段と、
　前記端末が撮像画像を撮像した日時を取得する撮像日時取得手段と、
　前記取得した撮像画像に映りこんだ患者のＩＤを、画像解析によって特定する患者特定
手段と、
　前記特定した患者のＩＤに紐付けされた患者情報を、前記記憶部から取得する患者情報
取得手段と、
　前記取得した患者情報を、表示部に表示する表示手段と、
　前記端末が撮像した撮像画像を再度取得する撮像画像再取得手段と、
　前記端末が撮像画像を再度撮像した場所の位置情報と、前回取得した撮像場所の位置情
報とが、近似するか否かを判断する位置情報判断手段と、
　前記端末が撮像画像を再度撮像した日時と、前回取得した撮像した日時とが、近似する
か否かを判断する日時判断手段と、
　前記位置情報が近似し、かつ、前記撮像した日時が近似すると判断した場合、前回取得
した前記患者情報を、再度表示する再表示手段と、
　を備えることを特徴とする患者情報提供システム。
【請求項２】
　患者情報が格納されている記憶部にアクセスして、当該患者情報を取得して表示する患
者情報提供システムであって、
　端末が読み取った２次元コードを取得する２次元コード取得手段と、
　前記端末が２次元コードを読み取った場所の位置情報を取得する読取位置情報取得手段
と、
　前記端末が２次元コードを読み取った日時を取得する読取日時取得手段と、
　前記取得した２次元コードに紐付けされた患者のＩＤを、特定する患者特定手段と、
　前記特定した患者のＩＤに紐付けされた患者情報を、前記記憶部から取得する患者情報
取得手段と、
　前記取得した患者情報を、表示部に表示する表示手段と、
　前記端末が読み取った２次元コードを再度取得する２次元コード再取得手段と、
　前記端末が２次元コードを再度読み取った場所の位置情報と、前回取得した読み取った
場所の位置情報とが、近似するか否かを判断する位置情報判断手段と、
　前記端末が２次元コードを再度読み取った日時と、前回取得した読み取った日時とが、
近似するか否かを判断する日時判断手段と、
　前記位置情報が近似し、かつ、前記読み取った日時が近似すると判断した場合、前回取
得した患者情報を、再度表示する再表示手段と、
　を備えることを特徴とする患者情報提供システム。
【請求項３】
　前記表示手段は、前記取得した患者情報の変化を、グラフ化して表示する、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の患者情報提供システム。
【請求項４】
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　前記表示手段は、前記取得した撮像画像の位置情報と関連付けて、前記取得した患者情
報を表示する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の患者情報提供システム。
【請求項５】
　前記表示手段は、前記取得した２次元コードの位置情報と関連付けて、前記取得した患
者情報を表示する、
　ことを特徴とする請求項２に記載の患者情報提供システム。
【請求項６】
　前記記憶部にアクセスする時に、前記撮像画像を、特定した患者の証拠として利用する
証拠利用手段と、
　を備えることを特徴とする請求項１に記載の患者情報提供システム。
【請求項７】
　前記記憶部にアクセスする時に、前記２次元コードを、特定した患者の証拠として利用
する証拠利用手段と、
　を備えることを特徴とする請求項２に記載の患者情報提供システム。
【請求項８】
　患者情報が格納されている記憶部にアクセスして、当該患者情報を取得して表示する患
者情報提供システムが実行する患者情報提供方法であって、
　端末が撮像した撮像画像を取得するステップと、
　前記端末が撮像画像を撮像した場所の位置情報を取得するステップと、
　前記端末が撮像画像を撮像した日時を取得するステップと、
　前記取得した撮像画像に映りこんだ患者のＩＤを、画像解析によって特定するステップ
と、
　前記特定した患者のＩＤに紐付けされた患者情報を、前記記憶部から取得するステップ
と、
　前記取得した患者情報を、表示部に表示するステップと、
　前記端末が撮像した撮像画像を再度取得するステップと、
　前記端末が撮像画像を再度撮像した場所の位置情報と、前回取得した撮像場所の位置情
報とが、近似するか否かを判断するステップと、
　前記端末が撮像画像を再度撮像した日時と、前回取得した撮像した日時とが、近似する
か否かを判断するステップと、
　前記位置情報が近似し、かつ、前記撮像した日時が近似すると判断した場合、前回取得
した前記患者情報を、再度表示するステップと、
　を備えることを特徴とする患者情報提供方法。
【請求項９】
　患者情報が格納されている記憶部にアクセスして、当該患者情報を取得して表示する患
者情報提供システムが実行する患者情報提供方法であって、
　端末が読み取った２次元コードを取得するステップと、
　前記端末が２次元コードを読み取った場所の位置情報を取得するステップと、
　前記端末が２次元コードを読み取った日時を取得するステップと、
　前記取得した２次元コードに紐付けされた患者のＩＤを、特定するステップと、
　前記特定した患者のＩＤに紐付けされた患者情報を、前記記憶部から取得するステップ
と、
　前記取得した患者情報を、表示部に表示するステップと、
　前記端末が読み取った２次元コードを再度取得するステップと、
　前記端末が２次元コードを再度読み取った場所の位置情報と、前回取得した読み取った
場所の位置情報とが、近似するか否かを判断するステップと、
　前記端末が２次元コードを再度読み取った日時と、前回取得した読み取った日時とが、
近似するか否かを判断するステップと、
　前記位置情報が近似し、かつ、前記読み取った日時が近似すると判断した場合、前回取



(21) JP WO2017/216928 A1 2017.12.21

得した患者情報を、再度表示するステップと、
　を備えることを特徴とする患者情報提供方法。
【請求項１０】
　患者情報が格納されている記憶部にアクセスして、当該患者情報を取得して表示する患
者情報提供システムに、
　端末が撮像した撮像画像を取得するステップ、
　前記端末が撮像画像を撮像した場所の位置情報を取得するステップ、
　前記端末が撮像画像を撮像した日時を取得するステップ、
　前記取得した撮像画像に映りこんだ患者のＩＤを、画像解析によって特定するステップ
、
　前記特定した患者のＩＤに紐付けされた患者情報を、前記記憶部から取得するステップ
、
　前記取得した患者情報を、表示部に表示するステップ、
　前記端末が撮像した撮像画像を再度取得するステップ、
　前記端末が撮像画像を再度撮像した場所の位置情報と、前回取得した撮像場所の位置情
報とが、近似するか否かを判断するステップ、
　前記端末が撮像画像を再度撮像した日時と、前回取得した撮像した日時とが、近似する
か否かを判断するステップ、
　前記位置情報が近似し、かつ、前記撮像した日時が近似すると判断した場合、前回取得
した前記患者情報を、再度表示するステップ、
　を実行させるプログラム。
【請求項１１】
　患者情報が格納されている記憶部にアクセスして、当該患者情報を取得して表示する患
者情報提供システムに、
　端末が読み取った２次元コードを取得するステップ、
　前記端末が２次元コードを読み取った場所の位置情報を取得するステップ、
　前記端末が２次元コードを読み取った日時を取得するステップ、
　前記取得した２次元コードに紐付けされた患者のＩＤを、特定するステップ、
　前記特定した患者のＩＤに紐付けされた患者情報を、前記記憶部から取得するステップ
、
　前記取得した患者情報を、表示部に表示するステップ、
　前記端末が読み取った２次元コードを再度取得するステップ、
　前記端末が２次元コードを再度読み取った場所の位置情報と、前回取得した読み取った
場所の位置情報とが、近似するか否かを判断するステップ、
　前記端末が２次元コードを再度読み取った日時と、前回取得した読み取った日時とが、
近似するか否かを判断するステップ、
　前記位置情報が近似し、かつ、前記読み取った日時が近似すると判断した場合、前回取
得した患者情報を、再度表示するステップ、
　を実行させるプログラム。
【手続補正書】
【提出日】平成30年8月27日(2018.8.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者情報が格納されている記憶部にアクセスして、当該患者情報を取得して表示する患
者情報提供システムであって、
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　端末が撮像した撮像画像を取得する撮像画像取得手段と、
　前記端末が撮像画像を撮像した場所の位置情報を取得する撮像位置情報取得手段と、
　前記端末が撮像画像を撮像した日時を取得する撮像日時取得手段と、
　前記取得した撮像画像に映りこんだ患者のＩＤを、画像解析によって特定する患者特定
手段と、
　前記特定した患者のＩＤに紐付けされた患者情報を、前記記憶部から取得する患者情報
取得手段と、
　前記取得した患者情報を、表示部に表示する表示手段と、
　前記端末が撮像した撮像画像を再度取得する撮像画像再取得手段と、
　前記端末が撮像画像を再度撮像した場所の位置情報と、前回取得した撮像場所の位置情
報とが、近似するか否かを判断する位置情報判断手段と、
　前記端末が撮像画像を再度撮像した日時と、前回取得した撮像した日時とが、近似する
か否かを判断する日時判断手段と、
　前記位置情報が近似し、かつ、前記撮像した日時が近似すると判断した場合、前回取得
した前記患者情報を、再度表示する再表示手段と、
　を備えることを特徴とする患者情報提供システム。
【請求項２】
　患者情報が格納されている記憶部にアクセスして、当該患者情報を取得して表示する患
者情報提供システムであって、
　端末が読み取った２次元コードを取得する２次元コード取得手段と、
　前記端末が２次元コードを読み取った場所の位置情報を取得する読取位置情報取得手段
と、
　前記端末が２次元コードを読み取った日時を取得する読取日時取得手段と、
　前記取得した２次元コードに紐付けされた患者のＩＤを、特定する患者特定手段と、
　前記特定した患者のＩＤに紐付けされた患者情報を、前記記憶部から取得する患者情報
取得手段と、
　前記取得した患者情報を、表示部に表示する表示手段と、
　前記端末が読み取った２次元コードを再度取得する２次元コード再取得手段と、
　前記端末が２次元コードを再度読み取った場所の位置情報と、前回取得した読み取った
場所の位置情報とが、近似するか否かを判断する位置情報判断手段と、
　前記端末が２次元コードを再度読み取った日時と、前回取得した読み取った日時とが、
 
近似するか否かを判断する日時判断手段と、
　前記位置情報が近似し、かつ、前記読み取った日時が近似すると判断した場合、前回取
得した患者情報を、再度表示する再表示手段と、
　を備えることを特徴とする患者情報提供システム。
【請求項３】
　前記表示手段は、前記取得した患者情報の変化を、グラフ化して表示する、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の患者情報提供システム。
【請求項４】
　前記表示手段は、前記取得した撮像画像の位置情報と関連付けて、前記取得した患者情
報を表示する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の患者情報提供システム。
【請求項５】
　前記表示手段は、前記取得した２次元コードの位置情報と関連付けて、前記取得した患
者情報を表示する、
　ことを特徴とする請求項２に記載の患者情報提供システム。
【請求項６】
　前記記憶部にアクセスする時に、前記撮像画像を、特定した患者の証拠として利用する
証拠利用手段と、
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　を備えることを特徴とする請求項１に記載の患者情報提供システム。
【請求項７】
　前記記憶部にアクセスする時に、前記２次元コードを、特定した患者の証拠として利用
する証拠利用手段と、
　を備えることを特徴とする請求項２に記載の患者情報提供システム。
【請求項８】
　患者情報が格納されている記憶部にアクセスして、当該患者情報を取得して表示する患
者情報提供システムが実行する患者情報提供方法であって、
　端末が撮像した撮像画像を取得するステップと、
　前記端末が撮像画像を撮像した場所の位置情報を取得するステップと、
　前記端末が撮像画像を撮像した日時を取得するステップと、
　前記取得した撮像画像に映りこんだ患者のＩＤを、画像解析によって特定するステップ
と、
　前記特定した患者のＩＤに紐付けされた患者情報を、前記記憶部から取得するステップ
と、
　前記取得した患者情報を、表示部に表示するステップと、
　前記端末が撮像した撮像画像を再度取得するステップと、
　前記端末が撮像画像を再度撮像した場所の位置情報と、前回取得した撮像場所の位置情
 
報とが、近似するか否かを判断するステップと、
　前記端末が撮像画像を再度撮像した日時と、前回取得した撮像した日時とが、近似する
か否かを判断するステップと、
　前記位置情報が近似し、かつ、前記撮像した日時が近似すると判断した場合、前回取得
した前記患者情報を、再度表示するステップと、
　を備えることを特徴とする患者情報提供方法。
【請求項９】
　患者情報が格納されている記憶部にアクセスして、当該患者情報を取得して表示する患
者情報提供システムが実行する患者情報提供方法であって、
　端末が読み取った２次元コードを取得するステップと、
　前記端末が２次元コードを読み取った場所の位置情報を取得するステップと、
　前記端末が２次元コードを読み取った日時を取得するステップと、
　前記取得した２次元コードに紐付けされた患者のＩＤを、特定するステップと、
　前記特定した患者のＩＤに紐付けされた患者情報を、前記記憶部から取得するステップ
と、
　前記取得した患者情報を、表示部に表示するステップと、
　前記端末が読み取った２次元コードを再度取得するステップと、
　前記端末が２次元コードを再度読み取った場所の位置情報と、前回取得した読み取った
場所の位置情報とが、近似するか否かを判断するステップと、
　前記端末が２次元コードを再度読み取った日時と、前回取得した読み取った日時とが、
近似するか否かを判断するステップと、
　前記位置情報が近似し、かつ、前記読み取った日時が近似すると判断した場合、前回取
得した患者情報を、再度表示するステップと、
　を備えることを特徴とする患者情報提供方法。
【請求項１０】
　患者情報が格納されている記憶部にアクセスして、当該患者情報を取得して表示する患
者情報提供システムに、
　端末が撮像した撮像画像を取得するステップ、
　前記端末が撮像画像を撮像した場所の位置情報を取得するステップ、
　前記端末が撮像画像を撮像した日時を取得するステップ、
　前記取得した撮像画像に映りこんだ患者のＩＤを、画像解析によって特定するステップ
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、
　前記特定した患者のＩＤに紐付けされた患者情報を、前記記憶部から取得するステップ
、
　前記取得した患者情報を、表示部に表示するステップ、
　前記端末が撮像した撮像画像を再度取得するステップ、
　前記端末が撮像画像を再度撮像した場所の位置情報と、前回取得した撮像場所の位置情
報とが、近似するか否かを判断するステップ、
　前記端末が撮像画像を再度撮像した日時と、前回取得した撮像した日時とが、近似する
か否かを判断するステップ、
　前記位置情報が近似し、かつ、前記撮像した日時が近似すると判断した場合、前回取得
した前記患者情報を、再度表示するステップ、
　を実行させるためのコンピュータ読み取り可能なプログラム。
【請求項１１】
　患者情報が格納されている記憶部にアクセスして、当該患者情報を取得して表示する患
者情報提供システムに、
　端末が読み取った２次元コードを取得するステップ、
　前記端末が２次元コードを読み取った場所の位置情報を取得するステップ、
　前記端末が２次元コードを読み取った日時を取得するステップ、
　前記取得した２次元コードに紐付けされた患者のＩＤを、特定するステップ、
　前記特定した患者のＩＤに紐付けされた患者情報を、前記記憶部から取得するステップ
、
　前記取得した患者情報を、表示部に表示するステップ、
　前記端末が読み取った２次元コードを再度取得するステップ、
　前記端末が２次元コードを再度読み取った場所の位置情報と、前回取得した読み取った
場所の位置情報とが、近似するか否かを判断するステップ、
　前記端末が２次元コードを再度読み取った日時と、前回取得した読み取った日時とが、
近似するか否かを判断するステップ、
　前記位置情報が近似し、かつ、前記読み取った日時が近似すると判断した場合、前回取
得した患者情報を、再度表示するステップ、
　を実行させるためのコンピュータ読み取り可能なプログラム。
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【国際調査報告】
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（注）この公表は、国際事務局（ＷＩＰＯ）により国際公開された公報を基に作成したものである。なおこの公表に
係る日本語特許出願（日本語実用新案登録出願）の国際公開の効果は、特許法第１８４条の１０第１項(実用新案法 
第４８条の１３第２項）により生ずるものであり、本掲載とは関係ありません。
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